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研究者の仕事は多種多様である．研究者にとって，実
験，デーク解析，文献整理および学会での研究発表，論
文作成などは，仕事の一部でしかない．研究社両作成，
研究喪の中諮，獲得，経理，報告：;1:,作成などはもちろん
のこと，勤務先，学会，研究会など，研究者が所屈する
組織の構成貝としての種々の仕事がある．
たとえば，学会，研究会などでの絹集，庶務，会計，
渉外などの幹事としての仕事である．あるいは，所属す
る大学での講義，梱晋，実習，実験，採点，卒業論文指
渫，就職・巡学指導などの仕事である．その外，不定期
の原稿執咽，講演，訪間者案内などもある．近年，研究
者の活動は国際的になりつつあるので，その仕事はます
ます増大，多様，複雑になりつつある．
いったい，現在の研究者は，研究する時閻的余裕がど
れだけあるのだろうか．雑用の多さを嘆く研究者が多い
のもうなずける．研究者が，実質的に，研究の管理者，
実験遂行者，補助者，教育者，普及者と分業されてゆく
領向も否定できない．
さらに，現在のように，社会の研究霊要の変化が速い
時代には，その速さに追随するだけの研究者，逆にその
速さに無l¼I心な研究者は，その社会的役割を担うことが
難しい．広く，かつ長期的視野を持ち，息の長い研究を
遂行しつつ，かつ社会的要請にも答えてゆくことが必要
とされる．
この状況下で，何とか独立した研究者としてあり続け
るには，多様な活動を体系化し，それぞれの仕事に多直
目的と多重効用を求めるのが1つの方法であろう．すな
わち， 1つの活動に幾つかの目的を多重に設定し， 1つ
の仕事からいくつかの効用を多重に逹成できるように，
誇活動を体系化するのである．
ここで，多目的，多効用と多重目的，多重効mの述い
に注窯しなければならない．研究者は，相互に関連のな
い仕事を，多目的に，「あれもこれも」引き受けたり，
「あっちにもこっちにも」 1）nをだして，多効用をねらっ
たりしたのでは，結局のところ，忙しいだけで終わって
しまう．
一見，雑用にみえる活動に，その研究的意味，目的，
効用を多阻に見いだし，粘り強くそれを研究活動に転化
し，多狼の効用を逹成してゆく戦略をさがしだすのであ
る．
ある研究課題を設定したとしよう．まず，文献を探
す． これは研究の出発点であるが， この段階でも総説
（レビュー）をまとめることができる． これは講義毀料
や教科｛り原秘にもなる．ついで，装置の作成，測定が行
われる．この装趾開発，測定法を府料，短報，紹介記事
などにまとめられないだろうか．測定，デーク解析に使
用したコンピュークプログラムに少し手を入れて，プロ
グラムライプラリ，横習汗料として残せないだろうか．
諭文を公表したら，その解説記事も署けるかもしれな
い．この関連で参加したシソボジウムの報告記事をまと
めてどこかに紹介できないか．このようにすれば，その
人の活動は余す所なく，文書化，肉表化されるので，後
々の検索，整理も楽になるし，「やりっぱなし」に比校
して，記1意も確かになり，例l識，経験も体系化される．
さらに，このような活動を通じて，多くの研究交流がな
され，刺激的な研究人脈が築かれる．これは，研究の多
煎目的の単純なi9l]である．
大学において，「生物環境潤節」を講義する際には，
それを通じて股学・工学を講義し，股学・工学を論じて
科学・盟虎、を学ばせ，さらに科学・戯業を通じて人生・
社会を考えさせるように多重目的を設定するのはもちろ
ん可能である．
それだけでなく，その講義を通じて，請義者自騎が，
講義内容，請義方法，受講者の反応から何を学ぶか，す
なわち，講義の第 2'第3の目的を設定し，それを逹成
することが重要である．多成目的を設定しておけば，そ
の目的の 1つ， 2つが達成できなくても，挫折感を味あ
わなくてすむ．
講義中に，講義者自身が明確に説明できなかった事項
は煎瑛な研究課題となりうるかもしれない．大学生の質
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間は，専門家のそれと異なって，基本的事項についての
素朴なものが多いので，それだけ基本的研究課題を見つ
けやすい．卒業諭文指諜を通じての研究課題の発見はさ
らにしやすい．すなわち，教育と研究は表裏一体であ
る．また講義中，研究指導中に学生達の気風，個性，才
能を発見する楽しみは何物にも変えられない．
大学人が，国公立あるいは私企業の研究所，試験場で
の研究とは質の界なる研究をして，しかも麻い研究レベ
ルを維持できるかどうかは，大学での教育活勁を，研究
活動に結び付け，研究目的と教育目的を多重化できるか
どうかで決まる．学生から学ぶ姿努を失った大学研究者
は，大学の多阻効用の半分を失ったことになる．
官民の研究者も，それぞれに与えられた特徴を活かし
て，多煎目的，多直効用を生み出すようなしごとの体系
化が必要であろう．
学会活動も多重目的を意識的に設定すれば，決して
雑用などではなく，研究活動に多煎効用をもたらす．学
会の役貝，委貝，幹事などは，活発に研究活動をしてい
る場合が多いから，それらの人と接する機会が多けれ
ば，それだけ学ぶことも多く，各r直の刺激を受けやすい．
ただし，学会活動中に学問上の議論をする雰囲気がな
く，学会役貝が学会の運営活動には典味を示すが，研究
活動には興味がないような場合は，そこでの多砥目的は
設定しにくも多狐効用も達成しにくい．それは，学会
にかぎらず，どこの組織でも同じである．
また，各種活動のバランスも煎嬰である．研究者は，
人に会う時間，一人で考える時間，現場調査・実験・整
理する時間，余暇などの時間配分のバラソスに考慮を払
わなければならない．
研究者は，現業者，研究者，研究企画・管理者，経営
者，それ以外の人々と会う時間配分のペランスに気を配
ることが韮要である． 日本人，外国人と会う時間の配
分，民間人，公人と話す時間配分，日本で過ごす時間と
外国で過ごす時間の配分などが偏ると，物の見方，考え
方も1爵ってくることが多い．股民との直接交流や股業体
験を忘れたら股学の研究は，いつかおかしな物になって
くる．
研究者は研究することが仕事である． しかし，研究は
1人ではできないし，実験室にこもっていれば良い研究
ができるというわけではない．研究者は各種活動の多煎
目的と多重効用を十分に意識して，あらゆる活勁を，ょ
り創造的なものに転化してゆく環境作りと自己管理が重
要であろう．仕事を雑用と思ったら，その時点から，そ
の人は，その目的と効用を失ったことになる．多種多様
な仕事を体系化し，そこに多重目的を設定できれば，雑
用は最小限になり，研究は進展し，多重効用が生じる．
現実の語，上述のようにはうまくはいかない． しか
し，昨今のように，多種多様な仕事が増大していく社会
では，少しでも上述のようにできるように努力していく
しかなさそうである．
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